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インド製ヴィンテージ家具のオン
ラインストアを手がけていたディ
ーパク・シュリナット氏が、かつて
この地でピエール・ジャンヌレらが
手がけていたミッドセンチュリー
家具の再生産を思い立ち、設立。
南インドのバンガロール郊外に
工房を構えるとともに各地から腕
利きの職人を集め、驚くべきイン
ドの手仕事を世界に伝えている。

撮
影
／
山
下
英
介（
Ｐ
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３
〜
１
１
５
）、戸
田
嘉
昭（
パ
イ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
／
Ｐ
１
１
６
〜
１
１
９
）　

ス
タ
イ
リ
ス
ト
／
石
川
英
治（
ｔａ
ｂ
ｌｅｒｏｃ
ｋｓ
ｔｕ
ｄ
ｉｏ
）　

レ
イ
ア
ウ
ト
／
澤
田
翔（
Ｈ
．Ｄ
．Ｏ
．）　

構
成
／
山
下
英
介（
本
誌
）　

巻
頭
言
／
松
山
猛

泥
で
染
め
た
布
や
、身
近
な
植
物
を
用
い
た
家
具
な
ど
、ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
物
づ
く
り
に
は
、

人
間
の
原
点
の
素
朴
さ
や
楽
し
さ
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

悠
久
の
時
の
流
れ
の
中
で
、た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
る
手
の
込
ん
だ
品
々
は
、

ま
る
で
そ
の
時
の
流
れ
を
手
に
取
り
、身
に
ま
と
う
よ
う
な『
夢
』の
世
界
を
与
え
て
く
れ
る
の
だ
。

ア
ジ
ア·

ア
フ
リ
カ
のり

に
は
、

Phantom
Hands

繊細にしてダイナミック！
家具工房「ファントムハンズ」で見た
インド職人の驚くべき可能性
Craftsmanship in

Asia & Africa

113

小学館 　MEN'S Precious　2020 年春号
 G折 11　　P113

1117

11 113 再校



K C M Y

AYJCB0_HNG_13_P-2003191049580323D0A0pdf HF_PDF_1st_trm10

仮13（0115）

小学館　　
ＭＥＮ’Ｓ　Ｐｒｅｃｉｏｕｓ　２０２０年春号
HNG折13　P0115

320B 内野
再校

20年03月20日04時00分49秒

満
ち
足
り
た
環
境
を
得
て

イ
ン
ド
の
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
は

21
世
紀
に
開
花
す
る

Ｈ．Ｉ．こちらの家具に使われるチーク材は、100年以上が経過した古材が中心。それらが手に
入りにくくなった現在では、倫理的に伐採された原産地証明付きのミャンマー産チークを使うこ
ともあるという。ちなみに「ファントムハンズ」で働く職人たちは、理想的な職場環境を提供され
る。無料の社宅や平均月収を大きく上回る給料、医療保険や生命保険の提供など。

る
の
で
す
か
ら
。
近
年
は
都
市
で
生
き
る
人
々

の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
対
す
る
意
識
が
、
急
速
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
時
代
に
私
た
ち『
フ

ァ
ン
ト
ム
ハ
ン
ズ
』
の
家
具
が
支
持
さ
れ
て
い

る
の
は
、
そ
れ
が
単
な
る
お
金
を
出
せ
ば
買
え

る
物
質
で
は
な
く
、〝
生
き
方
の
方
向
性
〞
を
指

し
示
す
も
の
だ
と
、
彼
ら
に
伝
わ
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
」

「
フ
ァ
ン
ト
ム
ハ
ン
ズ
」
の
も
の
づ
く
り
は
、

広
大
な
イ
ン
ド
各
地
か
ら
呼
び
寄
せ
た
、
50
人

ほ
ど
の
腕
利
き
職
人
が
担
っ
て
い
る
。
し
か
も

木
工
な
ら
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
の
歴
史
あ
る
大
工

集
団
、
ラ
タ
ン
の
編
み
込
み
な
ら
タ
ミ
ル
ナ
ー

ド
ゥ
州
の
職
工
家
族
…
…
と
い
っ
た
具
合
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
こ
の
工
房
に
〝
移
植
〞
す

る
こ
と
で
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
新
し
い
職
人
の

生
態
系
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
給

与
や
保
険
な
ど
を
含
め
、
そ
の
待
遇
は
抜
群
だ

と
い
う
。
そ
ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
下
で
働
く
彼

ら
の
作
業
は
素
人
目
に
も
精
密
で
、
機
敏
で
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
。
し
か
も
木
材
の
切
り
出
し
や
研

磨
作
業
以
外
で
、
機
械
を
使
う
こ
と
は
ほ
ぼ
皆

無
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
縫
製
す
ら
手
縫
い
で
あ
る
。

思
わ
ず
「
イ
ン
ド
の
職
人
お
そ
る
べ
し
」
と
つ

ぶ
や
い
て
し
ま
っ
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
工
房
が
家
具
に
使
用
す
る
チ

ー
ク
材
は
、
伐
採
か
ら
１
０
０
年
以
上
が
経
過

し
た
古
材
が
中
心
。
最
近
で
は
新
し
い
木
材
を

使
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
ト
レ
サ

ビ
リ
テ
ィ
管
理
さ
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
産
チ
ー
ク

を
使
う
の
だ
と
か
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
お

い
て
も
、
時
代
の
先
端
を
行
っ
て
い
る
。

「
今
ま
で
が
1
ｓ
ｔ
ス
テ
ー
ジ
だ
と
し
た
ら
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
を
通
し
て
、

イ
ン
ド
の
も
の
づ
く
り
を
21
世
紀
に
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
さ
せ
る
の
が
今
後
の
目
標
で
す
」
と
語
る

シ
ュ
リ
ナ
ッ
ト
さ
ん
。
イ
ン
ド
の
ク
ラ
フ
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
は
、
こ
れ
か
ら
が
面
白
い
。

E

F

GHI

Ｅ．でき上がった家具にレタッチを施し、より美しく仕上げる職人。インドに抱いていたイメージ
が覆される、丁寧な仕事ぶりだ。Ｆ．Ｇ．紙やすりやグラインダーで、でき上がったパーツを研磨
する作業。この工程を手がけるのは、インド北部ウッタルプラデーシュ州にあるゴーラクプルと
いう町からやってきた職人たちだ。地べたに座って作業する職人が多いのが、インドらしい。
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こ
の
工
房
に
集
う

幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て

継
承
さ
れ
た〝
幻
の
技
〞

Ｃ．ソファに使われるハンドレストを縫製している老職人。なんと手縫いである！ 　この工房で
は家具をくるむ布製の袋すらも、非常に丁寧につくられている。Ｄ．カンナのような金属製の道
具で、木材を削り出す職人。インドにおいてはこのような木工仕事は、北西部にあるラジャス
タン州の大工の専売特許。この工房で働く職人も、ラジャスタン州の出身者が中心だ。

バンガロール郊外の小さな村にある、「ファントムハンズ」の工房にて。自然光が差し込む清
潔な環境で、職人たちはきびきびと働いている。Ａ．Ｂ．〝ジャンヌレ〟の椅子といえば、ラタンに
よる座面の編み込みであるが、この工程はインド南部にあるカライクディという町から呼び寄せ
た、職人一族が手がけている。楽しそうにおしゃべりしながらも、その手は決して動きを止めない。

　

近
年
、
再
評
価
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
建

築
家
、
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ャ
ン
ヌ
レ
。
彼
が
1
9

5
0
年
代
に
イ
ン
ド
北
部
の
街
、
チ
ャ
ン
デ
ィ

ー
ガ
ル
の
都
市
計
画
を
手
が
け
た
際
に
デ
ザ
イ

ン
し
た
家
具
は
、
十
数
年
前
ま
で
は
打
ち
捨
て

ら
れ
薪
が
わ
り
に
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
今

や
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
と
し
て
驚
く
よ
う
な
価
格
が

つ
い
て
い
る
。
筆
者
も
同
じ
よ
う
に
魅
了
さ
れ

た
ク
チ
だ
が
、
そ
の
理
由
は
希
少
性
か
ら
で
は

な
い
。
イ
ン
ド
の
職
人
に
よ
る
、
精
巧
な
家
具

づ
く
り
に
興
味
を
抱
い
た
の
だ
。

　

だ
か
ら
イ
ン
ド
で
当
時
の
設
計
図
を
忠
実
に

再
現
し
て
い
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
ト
家
具
が
あ
る
と

聞
き
、
私
は
そ
れ
を
迷
わ
ず
手
に
入
れ
た
。
そ

し
て
そ
の
家
具
を
つ
く
っ
て
い
る
工
房
「
フ
ァ

ン
ト
ム
ハ
ン
ズ
」
の
存
在
を
知
り
、
生
ま
れ
て

は
じ
め
て
イ
ン
ド
を
訪
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
。

「
フ
ァ
ン
ト
ム
ハ
ン
ズ
」
の
工
房
は
、
イ
ン
ド

南
部
の
Ｉ
Ｔ
都
市
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
の
郊
外
に

あ
る
。
そ
の
オ
フ
ィ
ス
は
自
社
製
品
と
イ
ン
ド

の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
家
具
と
が
見
事
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
、
趣
味
の
よ
さ
に
驚
か
さ

れ
る
。
こ
ち
ら
の
代
表
を
つ
と
め
る
デ
ィ
ー
パ

ク
・
シ
ュ
リ
ナ
ッ
ト
さ
ん
は
以
前
金
融
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
会
社
を
経
営
し
て
い
た
エ
リ
ー
ト
。
洗

練
さ
れ
た
趣
味
を
持
つ
彼
だ
か
ら
こ
そ
、「
ジ
ャ

ン
ヌ
レ
の
デ
ザ
イ
ン
」
と
「
イ
ン
ド
の
手
仕
事
」

と
い
う
、
こ
の
家
具
が
秘
め
た
ふ
た
つ
の
可
能

性
を
見
出
せ
た
の
だ
ろ
う
。
彼
は
極
め
て
冷
静

な
分
析
に
基
づ
き
、
イ
ン
ド
の
も
の
づ
く
り
事

情
を
語
っ
て
く
れ
た
。

「
イ
ン
ド
に
は
、
世
界
で
は
も
は
や
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
が
、
今
も
な

お
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
95
％
手
仕
事
で
つ
く
ら

れ
た
品
が
、
こ
の
国
で
は
普
通
に
流
通
し
て
い

「
フ
ァ
ン
ト
ムハン
ズ
」に
よ
る

ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
の
革
新

A

D BC
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「
フ
ァ
ン
ト
ムハン
ズ
」の

『
プ
ロ
ジェク
ト
・
チ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ガ
ル
』シ
リ
ー
ズ

フ
レ
ン
チ
デ
ザ
イ
ン
と

イ
ン
ド
の
神
業

ピエール・ジャンヌレが手がけた、インドはチャ
ンディーガルの都市設計。そこで使う家具

をデザインする際に彼が心がけたのは、インドで
容易に手に入る材料を使うこと。そしてその気
候風土に合ったものづくりをすることだった。極
めて簡潔な設計も、チーク材を使うことも、座面
に通気性のよい籐のメッシュを使うことも……。
すべては彼の、この地への思いから生まれたのだ。
　そんなジャンヌレの姿勢にリスペクトを捧げた
「ファントムハンズ」は、当時のチャンディーガル
で家具製作を手がけていた職人を、アドバイザ
ーとして招聘。オリジナルの設計図が残ってい
るモデルだけを選び、完璧に再現することを目
ざしたという。その製作におけるこだわりは、前
ページのとおり。高騰するヴィンテージの価格や、
粗悪なレプリカが出現しはじめている昨今の状
況を鑑みると、このファクトリーこそが、ジャン
ヌレの思想を次世代に繫ぐ、正統な継承者なの
かもしれない。

DATA パンジャブ大学の学生寮や、ホテルで使うためにデ
ザインされたアームレスチェア。籐の結び目を背もたれの溝
に収まるように設計するなど、シンプルながら細やかな配
慮に心打たれる。●モデル名／『PH25』　●サイズ／幅
44.5×奥行き52.5×高さ86×座面の高さ44.5㎝　●色展
開／写真のナチュラルのほか、ブラック、無塗装を展開。　
￥260,000（カサ デ）

ア
ジ
ア
＆
ア
フ
リ
カ
の
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
①
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